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　初期中新世に形成された背弧海盆である日本海の東縁から南縁にかけての縁辺域では，1983年日本海中部

地震等のマグニチュード7を超す地震，またこれらの地震による津波が発生し，沿岸部を中心に大きな被害が

発生している．またこの領域では，背弧拡大時に形成された正断層が現在の短縮変形によって逆断層として再

活動（インバージョンテクトニクス）している断層（例えば，Sato, 1994，Okamura et al., 1995）や，地殻

構造の境界域に発達している逆断層（No et al., 2014）が数多く分布している．縁辺域で発生する地震発生メ

カニズム等の理解のために必要な情報である地殻構造や断層分布等を明らかにするために、日本海背弧海盆域

から縁辺域において，マルチチャンネル反射法地震（MCS）探査と海底地震計（OBS）を用いた地震探査

（OBS探査）が実施されている（野・他, 2014，No et al., 2018）．その結果，青森沖から鳥取沖の縁辺域で

は，日本海背弧拡大の影響を受けた地殻構造と被害地震の震源断層を含む活断層や活褶曲の分布が対応し，背

弧拡大プロセスと地震発生メカニズムが大きく関係していることがわかってきた（例えば、No et al.,

2014、Sato et al., 2014）． 

　北海道南西沖の海域では，大きな被害を生じた1993年北海道南西沖地震(Mj7.8)が発生し，さらに，南北走

向に西傾斜，東傾斜の断層面をもつ活断層が複雑に分布していることが推定されている（例えば、Okamura et

al., 1995）．しかしながら，南西沖の背弧海盆域から沿岸域にかけての地殻構造スケールの探査が行われてい

ないため，詳細な地殻構造，断層分布やその傾斜方向ついては不明である．詳細な地殻構造，および構造と断

層分布等との関係を明らかにするために，「日本海地震・津波調査プロジェクト」の一環で，2018年4～5月

に北海道南西沖の海域において，MCS探査とOBS探査を実施した． 

　OBS探査は北海道南西沖の奥尻海盆から南部奥尻海嶺，背弧海盆である日本海盆に至る長さ約243 kmの東

西方向に，1993年北海道南西沖地震震源域を横断する測線にて実施した．本探査測線は，東京大学地震研究

所が実施した陸域の地震探査と併せて海陸統合調査の一部となっている．OBS探査は最大容量7,800 cubic

inchのエアガンアレーとOBS57台を用いた．OBS探査と同一測線で実施したMCS探査は，上記のエアガンア

レーと長さ約5,800 mのマルチチャンネルストリーマケーブルを用いている（野・他，本学会）．得られた

OBS記録，MCS記録ともに良好である． 

　暫定的な結果では，背弧海盆である日本海盆の地殻は薄く，海洋性地殻の特徴に類似している．地殻構造は

海盆から南部奥尻海嶺，沿岸域にいくにしたがい変化し，特に海盆と南部奥尻海嶺の境界域において，地殻構

造は大きく変化している．また南部奥尻海嶺の上部地殻の速度分布は朝鮮半島の大陸性上部地殻に対応する

P波速度5.4～6.2 km/sの部分を持ち，日本海盆の速度分布と大きく異なっている．また南部奥尻海嶺から奥尻

海盆のP波速度は不均質に分布している．
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